
Ⅰ．はじめに
看護系の大学に入学する学生は，入学時には

看護職という職業を選択していて，目的意識を
持っていると言われるが，学力の低下傾向があ
り4年間での看護専門職になるための知識と実
践能力の獲得は非常に厳しい状況である1）．　

一方，社会に於いては，慢性的な看護師不足

が喫緊の課題である．第7次看護職員需給見通
し2）では，需要と供給の差が少なくなりつつあ
るが，まだ不足が予測されている．また，新卒
者の離職率が多いことが問題となり久しいが，
2009年度新卒看護職員離職率3）は前年より減
少した．

教育をした教員が学生の就職を考える時，学
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要　旨　A看護系大学の第1期生の就職先選択の実態とその要因を明らかにし，学生指導や就職支
援を検討することを目的に，4年次学生106名（含む編入生20名）を対象に自作の質問紙調査を実施
した．属性と，病院説明会やインターンシップへの参加の有無は単純集計をし，就職活動への意見は
自由記述とし，類似する文の集約をした．次に，就職先を決定するに当たり重視したかを60項目，4
件法で尋ね因子分析を行った．質問紙の回収率は82.0%であり，その内80名が就職先を決定していた．

就職先決定時期は3年次～ 4年次の4月～ 7月が多かった．就職先の情報収集は病院見学とインター
ンシップへの参加が多く，インターンシップの参加は役にたったとの回答を得た．

次に，80名の内の77名の回答による因子分析の結果，7因子が抽出された．学生は自己の力を伸ば
してくれる期待をもち，自分の能力の発揮できる施設を重視し，医療レベルの高い評価の病院で，キャ
リアを積むことを重視していた．そして独立への支持，支持的人間関係，親近感のある文化的な環境
を期待し，福利厚生を視野に入れ，通勤の利便性を重視していた．今回は，1期生の特徴と判断する
結果は得られなかった．

これらのことを踏まえ，看護系大学教育は，学生自身が早期からライフスタイルの構想，キャリア
デザインを描き，自分に合う進路や職場選択が可能になるような指導が必要である．その他に，学生
が進路等を相談できる機会，場所を設定するなどの学生支援が必要であることが示唆された．
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生が自信を持ち長くその力を発揮し看護界を牽
引する人物になることを希望する．さらにその
ためには，学生が可能な限り納得した職場に就
業することが望ましいと考える．

学生が就職先を決定する要因について文献検
索した結果，最も古い報告は1993年の国吉4）

による沖縄県内の看護系短期大学生と看護系大
学学生合計218名のアンケート結果であった．
それによると，『やりがいがあって，面白くて，
人間関係の良い職場で，しかも給料が良い』と
いうのが大学生の理想であった．しかし質問項
目には“7：1”“専門看護師・認定看護師”等
の文言はない．次に清水5）は2006年に，１回
以上卒業生を出している看護系短期大学と大学
の最終学年学生1062名に，主に情報収集の方
法と，決定時に最も重視した情報を調査した．
その結果，情報収集の方法は，病院説明会への
参加，病院見学，インターネットの順であり，
重視した情報は卒後教育，所在地，理念の順で
あった．次に，原6）が看護系Ｂ大学4年生77名
を対象に職場選択に当たり重視した内容として
20項目の質問をした結果，“職場訪問の際の雰
囲気，若いうちに技術力の向上が期待できる，
卒後教育プログラムがある”の順に高かった．
さらに，因子分析の結果キャリア開発の可能性，
夜勤通勤の利便性，看護職としてのアピール，
ゆとりある勤務の4因子が挙がった．しかしこ
の研究は項目数が少なく，偏りがあると考えら
れた．また，この大学は就職支援室が設置され
ていた．そのほかに大井7）が，全国の層化無作
為抽出した病院の1年以上就業を継続できた看
護師を対象に，学生時代の就職先選択理由を自
由回答式の質問調査をしたものがあった．92
施設452名の回答があった．しかし，看護基礎
教育過程は多様であり比較が難しいと考えた．
最も新しい2009年の増田8）の報告は，3年課程
学生761名の調査をしていて，優先順位は“自
宅から通える・奨学金がある・規模の大きさ”
であった．これらの5件の報告は，質問項目が
少ない，大学生と限らない等の特徴があり，同
じ質問項目が使用できず，且つ大学の第1期卒
業生の報告は見当たらなかった．

A看護系大学では平成23年3月に第1期卒業
生を輩出した．就職支援室は準備されず，先輩
も居ない，過去の資料等もない状況下であった．
そのため学生の就職先決定に関する実態と，決
定に際し影響を受けたものは何かを明らかに
し，今後の学生指導や就職支援を検討すること
を目的に調査を行った．

Ⅱ．研究目的
本研究の目的は，Ａ看護系大学の第1期卒業

生の職場選択要因の実態を明らかにし，今後の
学生指導や就職支援を検討することである．

Ⅲ．研究方法
１．対象：平成23年3月に卒業予定のA看護

系大学4年生106名（編入生20名を含む）．
以降，A大学学生と略す．

２．研究期間：平成23年2月20日
３．研究デザイン：質問紙による量的研究と，

自由記述文に関しては質的研究を併用した．
４．質問紙：自作質問紙を用いる．質問内容：

属性として性別，年齢．次に就職に関する項
目として，病院見学の有無と見学病院数，イ
ンターンシップの体験の有無，インターン
シップが役立ったか，就職先決定の時期等と
した．次に，就職先選択時に重視した点につ
いて，日本看護協会の看護職確保定着推進事
業 に よ り 発 行 さ れ て い る“「WE NEED 
YOU」あなたは就職先に何を求めますか？”
の内容と，大井9）の研究結果の就職先選択基
準を参考にして60項目を設定した．それらは，
立地条件，処遇，福利厚生事業，職場の雰囲
気，7：1看護配置，2交代制，卒後教育の有無，
病院の評価等である．全項目に対して「全く
重視しない」を1点，「それほど重視しない」
が2点，「やや重視した」が3点，「非常に重
視した」を4点とし，回答を求めた．さらに，
病院から得たい情報は何か，就職する病院に
最も期待することは何か，就職活動や就職に
関する意見は自由記述で回答を求めた．

５．方法：対象学生に質問紙を配布し，回収し
た．
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６．分析方法
１）属性，就職決定時期，病院見学の有無，

インターンシップを受けたか，役に立った
か，は単純集計した．

２）就職先選択時に重視した点についての
60項目は因子分析（重みなし最小二乗法，
固有値1，プロマックス回転，因子負荷量0.4
以上を適応）にて，就職先選択の因子を抽
出した．分析には統計ソフトSPSS version 
17.0 for Windows を使用した．

３）自由記述文は，意味内容が類似した言葉
を集め，テーマとなる言葉を付けた．1文
章だけの場合はそのままの文章を使用し
た．

Ⅳ．倫理的配慮
獨協医科大学看護倫理審査会の承認を得て開

始した．学生への説明は，4年次担任の教員が
行い，研究の主旨，調査は研究のために行うこ
と，4年次2月の卒業判定が終了している時期
であり卒業に一切関係が無いこと，を口頭と文
書で説明し，質問紙と研究依頼書を配布した．
回答した質問紙は教室に設置した箱への投函（2
時間の留め置き）により回収した．依頼書には，
研究の主旨，プライバシーは保護されること，
参加は自由意志であること，連絡方法を記入し
た．また，紀要にて結果を発表することを説明
した．無記名であり，回答した質問用紙の投函
により同意が得られたとした．データはUSB
に納め，鍵のかかる保管庫に保管した．

Ⅴ．結果
回収は91名（回収率85.8%）であり，そのう

ち就職先が決定している学生は80名，決定し
ていない学生は1名，大学院進学1名，助産師
養成学校への進学4名，その他の学校3名，就職・
進学ともしない者が1名，その他1名であった．
今回は，就職が決定している80名を分析の対
象とした．
１．属性　

80名の内，女性78名，男性2名，年齢は21
歳～ 23歳までが72名（90%）であった．

２．情報収集について
病院見学は59名（73.8％）が行い，見学件数

は2件であった学生が25名（31.3%），3件が10
名（12.5%），4 ～ 5件が各5名（6.3％）であった．
次に，インターンシップを受けていたのは27
名（33.8%）であり，そのうち役に立ったと思っ
たのは25名（92.6%）であった（表1）．また，
病院から得たい情報は複数回答で53項目挙がっ
た．その内で多かったものは，給与と新人教育
が各9名（17.0％），次に勤務体制が8名（15.1%），
職場の雰囲気が7名（13.2％），先輩ナースの話
が6名（11.3％）であり，その他は福利厚生，
離職率，各病棟の特色などであった．

３．就職先決定時期
1年次6名（7.5%），2年次2名（2.5%），3年

次13名（16.3%），4年次59名（73.8%）であった．
その内の4年次4 ～ 9月に39名（48.8%）が決
定していた（表2）．
４．就職活動や，就職に対する意見（記述式複

数回答）
自由記述文が13文章得られた．その意見は

そのままの文章を採用した．それらは，「4年
次は卒業研究や国家試験勉強で忙しいため，早
く決めるのが良い｣ や「3年次の早い段階で就
活を始めて，自分が就職したい職場を選ぶと良
い」「何を重視して就職を決めれば良いか分か
らなかった」「ゼミの先生がいろいろと相談を
聞いてくれた」「就職や進学に関しての情報コー
ナーが有ると様々なことが考えられると思う」

「インターンシップで1年目の看護師と話す機
会があり，直接いろいろなことを聞くことがで
きて良かった」等であった．
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５．就職する病院へ最も期待すること（記述式
複数回答）

自由記述文が38文章得られた．ほとんどが
単語であった．それを意味内容が同じと認めら
れた言葉を基に集約しテーマとなる言葉を付け
た．その結果，多い順に卒後教育15（39.5%）
文章，職場の人間関係5（13.2%）文章，給料2

（5.2%）文章，以下は各1文章であり，専門性，
医療レベルが高いところで働く，ポートフォー
リオの活用，やりがい，職場の雰囲気が良い等
であった．
６．就職先選択時に重視した項目（表3）

就職先選択時に重視した60項目には，就職
が決定している80名の内77名の記入がありこ
れを分析対象とした．質問の60項目を，＜や
や重視した＞＜非常に重視した＞を選択した人
数の合計を求めた．その結果，多い順に①新人
教育が不安を解消してくれそう②研修が充実し
ている③看護の質が高いと聞いた④医療レベル
が高いと言われている⑤認定・専門看護師が複
数人いる等であった．

次に，下位では①親族が就業しているので心
強い②保健師と看護師両方の資格が生かせる③
身分は公務員扱いの病院である④残業が無いと
聞いた⑤保養所がある等であった
７．就職先選択時に重視する項目の因子分析の

結果（表4）
重視した点の低い項目を除き最終的に26項

目に対する因子分析を行い7つの因子が抽出さ
れた．累積寄与率は71.598%であった．

以下に因子名を＜　＞，因子を構成した項目
を ｢　｣ で表す．

因子の類似性から，第1因子を構成した項目
は「研修が充実している」「新人教育が不安を
解消してくれそう」「見学の学生を迎え入れる
雰囲気を感じた」等卒後教育がなされ，独り立
ちという不安を軽減してくれる支援を期待して
いると考えられ，＜期待できる社会への独立の
支持＞と命名した．第2因子は，「認定看護師・
専門看護師が複数人数いる」や「がんや心臓な
ど特に力を入れている診療科がある」など医療
レベルの高い評価を要因として，且つ働く時に
キャリアを伸ばすことを期待していると考え＜
期待できるキャリア発達＞と命名した．第3因
子は，「インターンシップを体験して親しみを
感じた」「説明の時，人間関係がよさそうだった」
などから＜親近感のある病院の文化的環境＞と
命名した．第4因子は，「友人が勤務している
ので心強い」「同級生が多く就職するので心強
い」等で構成され，厳しい看護現場で働くこと
は心細いがそれらが勤務してからも精神的に支
援してくれる期待があるとことから＜期待でき
る支持的人間関係＞と命名した．第5因子は，「病
院から駅が近い」「きれいな部屋の寮がある」
で構成され＜通勤の利便性＞と命名した．第6
因子は，「2交代制や3交代制勤務を自由に希望
することができる」や「院内保育所がある」な
どで構成され＜期待できる福利厚生＞と命名し
た．第7因子は，「設置体が希望とあっている」
や「採用の難易度が自分に合っている」等で構
成され，＜希望と病院のイメージの一致＞と命
名した．

Cronbachのα係数（表4）は，第1因子α＝.824，
第2因子α=.818，第3因子α=.826，第4因子
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1 60 77.9 31 28 36.4
2 55 71.4 32 27 35.1
3 50 64.9 33 27 35.1

4 49 63.6 34 27 35.1

5 48 62.3 35 26 33.8

6 47 61.0 36 25 32.5

7 46 59.7 37 25 32.5

8 45 58.4 38 23 29.9

9 45 58.4 39 23 29.9

10 42 54.5 40 1000 21 27.3

11 41 53.2 41 21 27.3

12 41 53.2 42 20 26

13 40 51.9 43 19 24.7
14 40 51.9 44 18 23.4

15 39 50.6 45 18 23.4

16 39 50.6 46 18 23.4

17 38 49.4 47 17 22.1

18 37 48.1 48 17 22.1

19 36 46.8 49 16 20.8

20 36 46.8 50 13 16.9

21 35 45.5 51 13 16.9

22 35 45.5 52 13 16.9

23 35 45.5 53 12 15.6
24 32 41.6 54 11 14.3
25 31 40.3 55 11 14.3

26 31 40.3 56 11 14.3

27 31 40.3 57 8 10.4

28 30 39.0 58 6 7.8

29 29 37.7 59 6 7.8

30 28 36.4 60 1 1.3

3 60 =77
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α=.861，第5因子α=.638，第6因子α=.730，
第7因子α=.617であり，内的一貫性を認めた．

Ⅵ．考察
１．就職先決定時期

80名の就職先決定時期は，3年次3月～ 4年
4
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次の4月，7月が多いことから，3年次から就職
先を決定する学生がいることが明らかになっ
た．各病院のインターンシップや病院説明会は
夏休みに多いが，それより前の7月の決定が多
くあった．就職先決定時期の比較は，看護系大
学の調査がなく比較ができないが，短期大学10）

や看護専門学校11）では，就職の決定は3年次
の4月と10月に多いことが報告されていて，A
大学学生はそれと比較して就職先決定時期が早
いと推察する．その理由の一つとして，A大学
学生の就職活動への意見の記載文によると，「4
年次の卒業研究や総合実習等の重要さを考え決
定をして，学業に専念する」という考えがある
ことが推察される．また各病院の募集活動が盛
んであり，実習先の病院の説明会等も3年次の
3月～ 4年次の5月にあり，それにより早期に
内定を得るためと推察される．

A大学学生への進路や就職に関しては，入学
時からは進路について，次に3年次の9月から
の実習開始時や，3年次の年度末の春季休暇の
前に，進学や就職について学年担任が話しをし
ている．しかし，指導内容や学年の目標等は決
まっているとは言えない．

この1年次からの進路を考える時，キャリア
デザインの考えは学生の進路を考え，学習の向
上を目指す動機づけに有用な一つの方法である
と推察する．キャリアとは人生全体を基盤に展
開される個人の役割や行為の連続であり12），
キャリアデザインとは，仕事や人生の出来事を
含む生き方を熟慮して設定したゴールを達成す
るための計画である13）．キャリアデザインをす
るためには，自己を理解し，周囲にあるさまざ
まな機会，制約，選択，起こりうる結果に気付
き，キャリアに関連した目標を明らかにする．
次に目標到達に向けて必要な仕事や教育，将来
に結び付くような体験をどのように得るかを計
画するのである．学生がキャリアデザインをす
ることにより，積極的に学習し，積極的な職業
選択動機につながるのではないかと推察する．
松下は早期退職を促す要因の一つを，消極的な
職業選択動機があると述べている14）．看護大学
の学生の多くは看護職に就くことを入学の動機

づけにしているが，近年は自ら看護職になると
いう動機づけが無く入学する学生も少なくな
く，学業も十分でない状態では，消極的な職業
選択動機の一要因になると推察する．学生が
キャリアデザインをするために，各学年の目標
を明らかにし，講義や，実際の看護職者の体験
談の聴講，自己学習等の活動をする等が考えら
れ，大学の教員はその支援をすることが必要で
あると推察される．　
２．情報収集と就職先決定に関する要因

2006年頃の情報収集の手段は，病院の説明会，
ホームページの活用，就職ガイダンス，友人の
順に多かった15）．次に2008年の調査ではホー
ムページの活用が多くなっていた16）．その後多
くなったのはインターンシップであると推察す
る．2006年の報告では看護系短期大学・大学
生1196名の内，インターンシップ体験者は5名
であったが，A大学学生は80名中27名がイン
ターンシップを体験していた．インターンシッ
プの普及理由は，実際に体験して感じることや，
働く人の看護の体験談を聞くことができ，入職
後のリアリティショックが少なくなると言われ
ている17）．このため，今後も学生が活用すると
推察される．

この情報収集に関しても，学生が自己のキャ
リアデザインにより，情報収集の目的，時期，
方法の選択，病院の選択，収集する情報の内容
の選択等が可能になると推察する．

次に，A大学学生の就職や進路の相談を受け
るのは，今までのように4年次の担任の教員か，
あるいは卒業研究指導教員が行うのでは，進路
を決める時期を考えると遅すぎると推察され
る．そのため，キャリアデザインに関する各学
年の目標を明示し，且つ相談・支援に関わる教
員とそのシステムを構築する必要性があること
が示唆された．
３．就職先選択の要因

第1因子は＜期待できる社会への独立の支持
＞である．真壁は，早期離職の原因には，「知
識不足」があり「専門的知識の不足や技術の未
熟さ」が行き詰まりを感じ「看護師に向いてい
ない」と自己否定に繋がると報告している18）．
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A大学学生は臨床実習や国家試験の学習をする
中で，知識の不足や技術の未熟さ，多くの未体
験の内容があること等を感じ，不安を感じ，卒
後の研修や教育に期待していると推察される．
また，第3因子の＜親近感のある病院の文化的
環境＞は，親しみが主になることであり，第4
因子の＜期待できる支持的人間関係＞と同様に
人間関係を重視していると推察される．看護職
の職場は凝集性や閉鎖性が高いと言われ，新人
看護職が加わる時には，人間関係の是非の影響
が大きいと言われている19）．同窓生や友人に精
神的支援を期待していると推察される．

これらの3つの因子は，親しみのある働く環
境や支持的人間関係，知識の無さや未熟さへの
不安による研修への期待等があり，不安が就職
先選択要因に影響を与えていると推察される．

学生は，将来を見通して自己の人生を考える
ことや，より積極的に学習をすることができな
い場合，不安が大きいと推察される．これらか
ら不安が少ない状態で就職先選択を可能とする
ためには，キャリアデザインを考え行動ができ
るように支援をしていくことが重要であると示
唆された．　

第2因子の＜期待できるキャリア発達＞は，
学生の看護への向上心が推察される．医療レベ
ルの高さは，自己のキャリアの発達を期待でき
ることへ結びつくと言われている．若者は労働
条件よりも成長ややりがいを求め20），さらに自
己の希望と合う職場で，自分の力を発揮したい
という考えをもち，働く場所への期待感が高い
と推察される．

このキャリア発達に関して井部らは，看護師
は短期間の学業期間で完成するものではなく，
看護師として成長するには，長い期間の経験の
蓄積を中軸とした，生涯を通じて学習者である
という自覚が必要である21）．そしてこのような
看護職のキャリア発達とは，「キャリアの選択
と決定に自己責任を持つ自律した看護職個人
が，ライフステージとの関連でとらえた職業生
活において，自らの看護専門性の向上への欲求
と期待とを，組織との調和の過程で最適に実現
してゆくプロセスである」と定義されている22）．

そして，キャリアの主体はあくまで個人である
と述べている．したがって，希望の場所で働き，
自己の力を発揮し，キャリアを発達させようと
考える学生に対して大学教育では，学生が自己
のライフステージを考え描き，看護の専門性の
向上を図る努力の必要性を理解する教育をしな
ければならないと推察される．この教育に関し
て松下は，看護基礎教育の段階で，環境や自分
自身の変化に柔軟に対応して，主体的に自分の
生き方を考え，選択し，社会で生きていく力の
育成を重視したキャリア教育のためのカリキュ
ラム開発が必要であると述べている23）．

我々は，これらのことから学年次に関係なく
学生の誰もが進路や就職先，学習の相談が可能
な支援システムを作ることが必要であることの
示唆を得た．

学生の具体的なキャリア発達の思考とは異な
り，第7因子の＜希望と病院のイメージの一致
＞は，具体的な条件で病院を選ぶのではなく，
少し曖昧な病院のイメージが影響していると推
察される．希望はあるが，それが具体的ではな
いことが特徴的である．この点では自分の希望
をより明確にし，具体的な情報を得るよう指導
が必要であると示唆された．

次に，第5因子の＜通勤の利便性＞は，看護
職の労働時間が長いことや夜勤時の通勤等を考
えた覚悟が伺える24）．さらに第6因子の＜期待
できる福利厚生＞は，仕事以外の時間を確保し，
結婚後の仕事の継続を考え，ライフイベントを
重要視する姿が推察される25）．今日，施設にお
いては短時間正職員制度26）の日勤常勤の導入
等，多様な勤務形態が導入されている．学生に
は，多様な就労形態や労働条件の中から希望に
合う働き方を探し求めることができる可能性を
周知することが必要であることの示唆を得た．

最後に，A看護系大学第1期生の就職先選択
の実態と，選択の要因を明らかにしたが，看護
大学卒業生で且つ1期生の特徴とは言えないと
推察する．したがって，1期生の特徴を明らか
にするには，今後の卒業生の調査や，研究報告
を待たなければならない．
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５．研究の限界
この研究の限界として，質問項目の妥当性が

課題であり，今後さらに検討を加える必要があ
る．また，因子分析の精度の保証のためにはさ
らに人数を加えた調査が必要である．

Ⅶ．結論
A看護系大学の第1期卒業生の就職先選択の

実態と選択をする時に影響を与える要因につい
て明らかにするために，1期生106名を対象に
質問紙により調査した．その内就職が決定して
いた80名を分析の対象とした．また，因子分
析は77名の分析をした．その結果，以下の示
唆を得た．
１．就職先の決定時期は，多くの学生が3年次

から始まり，4年次の4月と7月に多いこと
から，学生は早期から就職活動を開始してい
た．今後は，各学年の学生がキャリアデザイ
ンを描くことができる学習の機会を設け，支
援することの必要性が示唆された．

２．就職先の情報収集の方法は病院見学と，イ
ンターンシップが多く，病院に期待すること
は卒後教育，職場の人間関係，給料などであっ
た．それに対し看護系大学の教育では，学生
がキャリアデザインを描き，自己を理解した
うえで病院に期待する点や，情報収集の方法
とその収集内容等を考えられるような学習の
機会や，相談・支援体制の構築が必要である
ことが示唆された．

３．就職先選択に影響を与えた要因として 7つ
の因子が抽出された．学生は，病院の選択に
際し，知識・技術に自信の無い自分を支持し
てくれる＜期待できる独立への支持＞や，病
院においては知り合いが多くいることによ
る，＜期待できる支持的人間関係＞を確保し，
将来の生活のために＜期待できる福利厚生＞
を視野に入れ，＜期待できるキャリア発達＞
を重視していると推察される．しかし，自己
の希望が明らかにならないが，具体的な病院
の情報ではなくイメージで病院を選択するこ
とが推察される因子もあった．そのため，看
護系大学教育では学生に対して，キャリアデ

ザインを描くとともに，キャリアの向上を図
るのは学生自身であり，看護の専門性の向上
を図る努力が必要であることを自覚するよう
な指導が必要であることの示唆を得た．

　　また，＜親近感のある病院の文化的な環境
＞の職場を希望し，さらに働く上での生活で
は，＜通勤の利便性＞を重視していることが
明らかになった．学生には，多様な就労形態
や労働条件の中から，希望に合う働き方を探
し求めることができる可能性を周知する指導
が必要であることが示唆された．
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